
第 6回斜面工学研究小委員会 議事次第

日時：平成 27年 6月 18日（木） 14:00～17:30 
場所：土木学会 E会議室
参加者：鈴木、池田、衛藤、櫻井、中野、宇次原、原、稲垣、上野、美馬

報告事項

１．前回議事録の確認（資料１）

鈴木委員長より、前回委員会の議事録について報告がなされた。

下記報告書の PDFをホームページに載せる。
・2014年長野県北部地震現地調査速報
・H26年度重点研究課題「脆弱な火山国日本での土砂災害の発生メカニズムの究明と法
制度も考慮した総合的防災・減災対する研究」の報告書

ただし、H26年度重点研究課題については、本部や地盤工学委員会が既に公開している
可能性もあるので確認する。

２．土木学会全国大会（岡山大）研究討論会（資料２）

鈴木委員長より、土木学会全国大会における研究討論会の概要について報告がなされた。

H26年度重点研究成果より「頻発する土砂災害の減災に向けて～発生メカニズムと社会的
対応」のタイトルで研究討論会を行う。日程は、H27年 9月 18日（金）16時 20分～18
時 20分である。大会の終盤であり、参加者が集まりにくい可能性もあるため、委員は是非
ご参加ください。また、討論会のあとは懇親会も予定しているので、併せてご参加くださ

い。なお、討論会は会員に限らず一般の方も参加できるよう、安養寺先生らから要請して

いるところである。

３．長野県北部を震源とする地震被害調査

H27年 6月 20日に現地調査を実施する。主たる調査地は、小谷村のかくれ沢、八方岩と
し、その他白馬村～小谷村にかけて断層被害や復旧状況についても調査する。調査結果は、

土木学会及び地盤工学会共同の報告書に取りまとめる。

４．その他

 稲垣委員より、中国地質調査業協会岡山支部・日本応用地質学会主催の「岡山の地質・

地盤のメリットとデメリット」をタイトルとした市民フォーラムについて報告がなされた。

斜面工学研究小委員会も後援として模型実験を行う。委員の方はご協力ください。なお、

日程は、H27年 7月 25日（土）13:00～である。



審議事項

１．防災学習本編集WG（資料３）
各章の担当者より、前回からの修正点について報告がなされた。下記意見について対応

する。

・全体の構成やレイアウトの統一に留意し修正すること。

・本の巻末には、編集担当者、執筆者、委員のリストを載せる。

・図等の提供者のリストも載せる。

・H27年 6月末には原稿を完成させる。
また、模型実験の動画及び模型の作り方を閲覧するホームページについて紹介し、レイ

アウトが承認された。

２・話題提供（資料４）

稲垣委員：「自然災害に対するリスク指標 GNS 2015年版」

３．次回委員会開催日

8月中旬を予定する。

４．その他

・池田武穂（日鐵住金建材株式会社）委員退任

・衛藤智徳（日鐵住金建材株式会社）委員加入
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